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実験期間：平成２８年３月７日から３月９日 

 

極超音速飛行機の実験において、流れの可視化はその空力特性を調べる上で極めて重要な手段である。極超音速

風洞実験では多くの場合シュリーレン法による衝撃波や膨張波などの可視化が行われる。しかしながら、シュリー

レン法による可視化では、模型の陰になる部分の流れ場を可視化することはできない。 
そこで、模型に遮られて可視化できない陰の部分の衝撃波を可視化する補助手段として Background Oriented 

Schlieren（BOS）法に着目し、衝撃波の可視化を試みた。BOS 法は、空気密度の変化を背景のゆがみとして捉え、
其れにより流れ場の可視化を行う物である。本実験では平板-円柱模型を用いた可視化実験を行いシュリーレン法
の可視化結果、及び、CFD解析結果との比較を行った。 

 

 
図：衝撃波可視化実験 
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